
堤防整備で
企業立地一気！

従業者数は約1,300名増加
製品出荷高は約190億円に

before after
事業実施前の状況
(平成4年5月撮影)

現在の状況
(平成24年11月撮影)

城北大橋

富士見橋

城北大橋

富士見橋

昭和50年8月洪水
浸水実績

藤代工業団地

H６年
堤防
整備

新たに整備した堤防
堤防がなく浸水
が頻繁に発生

世界市場へ製品を供給するオンリーワン企業を

含む31社が誘致

■高級腕時計の文字盤の製造（時字シール）において、

世界の約30%のシェアを占める企業が立地。

雇用拡大

従業員数(人)

6,771人

8,088人
H6堤防整備

Ｈ７ Ｈ２１

河川堤防の整備に合わせて、弘前市で工業団地が造成

※総務省事業所統計調査より、弘前左岸氾濫ブロック範囲を集計

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7） 2
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ダム完成で県都盛岡発展

平成25年8月9日出水では、四
十四田ダム・御所ダムにより、約
12,000戸の家屋浸水、約5,500
億円の浸水被害を防ぎ、盛岡市
街地を水害から防御

before after

四十四田ダム（S43完成）、御所ダム（S56完成）で洪水被害が減少したことにより、北上川、雫石川沿
いで市街地が発展

昭和20年 盛岡市街地 平成23年 盛岡市街地

盛岡駅
盛岡駅

岩手公園 岩手公園

明治橋 明治橋

市街地が発展した区域

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

浸
水
戸
数
（戸
）

被
害
額
（億
円
）

盛岡市内における浸水家屋数
（H25.8洪水）

盛岡市内における浸水被害額
（H25.8洪水）

ダムがなかった

場合※

実績
（ダムが洪水調節）

11,639 
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ダムがなかった

場合※
実績

（ダムが洪水調節）

※ダムがなかった場合はシミュレーション結果

約12,000戸の
被害を軽減

約5,500億円の
被害を軽減

3



自動車メーカーの操業開始に併せ、大衡ICを整備、

仙台塩釜港の自動車の取扱能力を年間38万台から

60万台に強化（水深7.5m→水深9mなど）

併せて、仙台北部道路など機能的な物流インフラの存在や宮城県の企業誘致により、企業の投資を実現

東日本大震災後、仙台塩釜港の早期利用再開などにより、自動車メーカーの生産活動の回復を後押し

before after

震災からの復興
東北の完成自動車積出拠点

平成22年岸壁
（水深7.5m→9m）暫定供用

平成25年岸壁、航路・泊地
（水深7.5m→9m）供用

仙台塩釜港（仙台港区） 完成自動車取扱の推移完成自動車移出取扱量

千フレートトン

241 
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岸壁暫定供用
（H22.11）

岸壁、航路・泊地供用
（H25.2）（万トン）

（年）

関連産業の立地等状況

宮城県大衡村
自動車組立工場
（平成23年1月稼働）
▼投資額：約500億円
▼雇用増：約400人

宮城県大和町エンジン工場
（平成24年12月稼働）
▼投資額：約300億円
▼雇用増：約500人

Ｈ２４から完成自動車
移出取扱量が増加

仙台塩釜港の早期供用開始により
震災発生後３ヶ月で前年度ベースまで回復

0

100

200

300

400

500

600

700

800

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

H22年

H23年

仙台塩釜港
4.1 利用再開

H23.3.11 東日本大震災の発生

八戸港

酒田港

秋田港

仙台
塩釜港

釜石港

青森港

能代港

相馬港

石巻港

宮古港

久慈港

小名浜港

大船渡港

仙台塩釜港

自動車組立工場

大衡IC

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）
4



11 15 

74 77 77 

118 

145 151 

0

50

100

150

200

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H25 H26

before after

高速道路と港の整備で
都市鉱山を発掘！

秋田県環境リサイクル関連対象企業の製造品売上額

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

出典：リサイクル関連企業へのヒアリング結果をもとに作成

▽亜鉛精鉱・銀精鉱
700百t/年

（南米・ロシア等）

船川港

▽汚染土壌360百t/年
（東南アジア）

▽携帯電話等廃棄物
80百t/年

（東南アジア）

秋田港

山形県

宮城県

岩手県

秋田県

小坂地区
金属ﾘｻｲｸﾙ
最終処分

大館北～小坂
開通

（H25.11）

福島県

東京都

大館地区
中間処理

東北・関東地区
グループ会社へ

出典：秋田県 資源エネルギー産業課 調査

（大館北～小坂）
開通（H25.11）

（能代東～二ツ井白神）
開通（H19.8）

（二井田真中～大館南）
開通（H23.12）

（能代南～能代東）
開通（H18.7）

（億円）

小坂地域の求人倍率
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出典：秋田労働局 各９月期（小坂地域：鹿角市、小坂町）

増加傾向

小坂地区では鉱山運営で培った高い製錬技術により
輸入廃棄物よりレアメタルを抽出、自給率を向上

高速道路の整備とコンテナターミナル移転拡張による
連携強化により、県内企業のネットワークを推進

県内リサイクル関連企業の売上額増加、有効求人倍
率改善

73

大浜コンテナヤード

国際コンテナターミナル
（2012年4月供用開始）

2012年6月撮影

秋田臨海鉄道線（北線）

拡張
（2015年1月供用開始）

有
効
求
人
倍
率
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外貿コンテナ取扱貨物量の推移（実入り）

◆ポートセールス強化によるニーズの発掘
◆港湾機能強化による利便性向上

北港緑地展望台

酒田港国際ターミナル

花王㈱酒田工場
紙おむつ新工場

臨港道路

3,674

6,745
5,713 5,259

6,866
1,812

3,601

2,953
2,538

6,933

5,486

10,346

8,666
7,797

13,799
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出典：港湾統計（速報値）

TEU

77%
UP

ﾘｰﾁｽﾀｯｶｰ2台目導入
(H26.12)

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ2基目増設
(H25.11)

（過去最高）

【定期ｺﾝﾃﾅ航路：週２便】
（平成26年2月末）

【定期ｺﾝﾃﾅ航路：週６便】
（平成27年6月末）

酒田港のインフラが、地理的にも将来的海外展開に有利

さらに、ガントリークレーン2基目の増設などにより利
便性が向上したことが後押し

●新規雇用 約１１０名 ●関連企業に新規雇用有り

中国・ロシアの急速な需要拡大に対応するため、「乳幼
児用紙おむつ」の増産、国内生産拠点化を計画

H25.11 ガントリークレーン増設
H26.4  工場本格稼働

before after

「紙おむつ」の
需要拡大

中国・ロシア

酒田港

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.7）

酒田港が「紙おむつ」で
アジアの巨大市場を狙う！

H22 H23 H24 H25 H26

出典：本地図は富山県作成の地図（の一部）を転載（平24情使第238号）

（H26年4月工場稼働）
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常磐自動車道沿線地域の工場増新設件数の推移

before

after

高速道路がつながった！
企業誘致=復興のきっかけに！

国土交通省総合政策局事業総括調整官室・大臣官房公共事業調査室（H27.７）

いわき四倉

常磐富岡

浪江

南相馬

相馬

新地

広野

H27.3.1
全線開通

H26.12.6
開通

H26.12.6
開通

※企業立地年は、土地取得時の操業予定年を示す

▼常磐自動車道沿線の工場
増新設の動き

H21.9.12
開通

H24.4.8
開通

資料： 福島県企業立地課
宮城県産業立地推進課

山元

亘理

新規高等学校卒業者 求人倍率

Ｈ26.12
開通

浪江～南相馬
相馬～山元

Ｈ24.4
開通

南相馬～相馬

Ｈ21.9
開通

山元～亘理

Ｈ27.3.1
全線開通

東日本大震災

常磐自動車道沿線地域：いわき市、南相馬市、相馬市、新地町、飯舘村、
広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村、名取市、岩沼市、亘理町、山元町

出典： 福島県企業立地課
宮城県産業立地推進課

立
地
件
数(

累
計)

配色は左図と同様（前年数値は灰色）

常磐道の段階的開通に伴い、浜通り地方でH２１～H２６までに
１３７件の工場が新増設

新規高卒者の求人倍率は全国平均の約２．５倍

設備投資は過去6年間(H21～H26)で約2,300億円

株式会社 リード 新地南工場 平成27年5月開設

求
人
倍
率
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